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　配置図
　　運行経路・場内制限速度（　　　）㎞/h　厳守
　　移動式クレーンの配置、旋回方向範囲、荷の積みおろし位置、架空電線、地下埋設物の位置、立入禁止範囲
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平成　　年　　月　　日打合せ日

手合図

合図者

移動式クレーン作業計画・打合せ記録

作業指揮者 安全衛生

作業打合せ確認
統  責  者 元方管理者 安全当番

オペレーターサイン

ミーティング参加者のサイン（ミーティング日　　平成　　年　　月　　日）

確　認　事　項

免許証又は技能講習修了証は携帯していますか。

ミーティングに参加し、作業計画・打合せ内容等（合図方法、合図者等）を確認しましたか。

始業点検は、実施しましたか。

移動式クレーン業者名

　　玉掛作業責任者・玉掛者・玉掛補助者・合図者の位置、運搬時の退避位置

元　請　確　認

旋回範囲内立入禁止措置は出来ていますか。

アウトリガーは最大に張り出し、敷鉄板等の中央に設置しましたか。

安全装置は、作動する状態になっていますか。

安全指示事項

⑤不適格な玉掛け用具・方法では荷をつってはならない。

作業にあたっては、作業計画・打合せ内容を遵守するとともに、荷をつったままで運転席を離れる等禁止作業は致しません。

平成　　　年　　　月　　　日

オ ペ レ ー タ ー 確 認 欄
使用業者の変更のつど、作業開始前に下記事項を作業区分ごとにチェック（レ）して下さい。

作業区分

①アウトリガーは最大張り出しで水平に設置しなければならない。（中間張り出しで使用する場合は、張り出し無しの性能で計画する）

1 2 3

②定格荷重を超える作業を絶対してはならない。

③つり荷の下へ立入らせてはならない。

④安全装置は絶対解除してはならない。

⑥必要に応じて支持地盤養生マニュアルを活用のこと。
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敷き鉄板・敷板・敷角
目通しづり・かいしゃくロープ
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強固・固い・軟弱
作業内容：

作業内容：

つり荷の名称・数量：

1

強固・固い・軟弱

敷き鉄板・敷板・敷角

2
（ ｔ）・（ ｍ）（ ｔ）

強固・固い・軟弱

（ ｍ）・（ ｔ）（ ｔ）

敷き鉄板・敷板・敷角

3

つり荷の名称・数量：

作業

区分     8   9  10  11  12   １  ２  ３　 ４　５

　　月　　日　作業時間及び作業内容
玉掛者

（措置義務者） 責任者サイン
合図の方法玉掛けの方法

最大つり荷重量・作業半径・定格荷重

最大作業半径・つり荷重量・定格荷重

設置地盤の地質

養生方法

使用業者

作業責任者

作業場所
（詳細は下図）

使用クレーン：トラッククレーン・ホイルクレーン（ラフタークレーン）・クローラークレーン・積載形トラッククレーン・浮クレーン 

能    力：つり上げ荷重（        ｔ）                                          油圧ショベル兼用移動式クレーン 

制定日： 2002年  6月  1日
改訂日： 2010年  4月  1日


